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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第60号

題字揮亳
　鈴木　義信 氏（4期・東京支部） 書道家

　秋田南高等学校同窓会の皆
様におかれましては、日頃から
母校の教育活動に格段のご理
解ご協力を賜り、心より感謝申
しあげます。

　すでに新聞等でご存じと思いますが、県教育委員会
は平成25年12月、秋田地区に開設を検討してきた中高
一貫教育校について、本校を母体として設立し、平成28
年４月の開校を目指す計画を発表しました。「郷土や国
家を支える高い志と国際的な視野を備えたグローバル
リーダーの育成」を基本理念とし、国際的な素養を身に
付け英語力やプレゼンテーション能力を伸ばすなど、グ
ローバル社会で活躍できる生徒の育成を目指すことと
しております。詳細につきましては秋田県公式Webサイ
ト「美の国あきたネット」で、「秋田地区中高一貫教育校
の設置について」をご覧いただきたいと思います。
　ところで、昨年３月、国立社会保障・人口問題研究所か
ら秋田県の人口推移予想の発表がありました。25年前
には125万だった本県の人口が、現在は105万人を割っ
ています。これが25年後の2040年には70万人を割り込
み、減少率が約35％となる見込みです。これに伴い、高
校生の数も減少していくことが予想されます。
　このような状況を踏まえ、県教育委員会が策定した

「第六次秋田県高等学校総合整備計画」には次のように
記載されています。「現在の学校数を維持したままでは、
全県の全ての高校が小規模校化してしまい、生徒同士が

多様な個性や価値観の中で互いに切磋琢磨し、影響を与
え合いながら、社会性や生きる力を身に付けることが
できなくなってしまうことが懸念される。」これは秋田
南高校についても同様です。25年前の平成元年３月の
卒業者数は436名を数えていましたが、それ以降は学級
減が進行し、今年の卒業予定者は当時から約40％減の
270名（普通科６学級、英語科１学級）です。そして25年
後、本校生徒数を秋田県の人口減少に比例するものと予
想していただければ容易にお分かりになると思います
が、現状のままでは現在の秋田南高校の勢いをさらに加
速させることはもちろん、保つことさえ困難になるので
す。「中高一貫教育校」はそういう意味での大きな決断で
す。県の計画によりますと、中学生が各学年揃う平成30
年には中学生240名（各学年80名）、高校生720名（各学
年240名）、合計960名の大規模な学校となります。
　石碑「獨立自尊」を見るにつけ、昨年盛大に行われた創
立５０周年式典、一連の様々な事業が今なお熱く思い起
こされます。近年の運動部や文化部における生徒たちの
活躍、大学進学における実績を考えたとき、「真善美」を
求める気概と「獨立自尊」の精神が、先輩から後輩に確か
に受け継がれていることを校長として確信するととも
に、更なる発展をお誓いせずにはいられません。
　今後とも母校の発展に邁進する所存ですので、同窓会
の皆様のご理解ご協力を心からお願いいたしまして挨
拶とさせていただきます。

秋田県立秋田南高等学校
校　長　佐　藤　健　公

母校秋田南高校の更なる躍進を目指して

写真提供　㈱岩田写真　岩田幸久（21期生）秋田南高校ニューイヤーコンサート（1/5）
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　「南翔」ホームページは、学校の動き、同窓会の動き、支
部や記念事業、総会の結果など会報のみならず、同窓会
会員各位に対して情報を発信しております。
　平成24年10月に開催されました、秋田県立秋田南高
等学校創立50周年記念事業の記事や募金報告なども詳
しく掲載されております。
　また、同窓会名簿の修正等もＨＰで受け付けておりま
す。住所変更等がありましたら、同窓会事務局に直接葉
書やＦＡＸ等でも結構ですが、ホームページからも手軽
に訂正依頼が出来ますので、ご利用下さい。
　今回同窓会会報が第60号の発刊になりますが、以前
の会報も見ることが出来ます。
　1998年10月に発行された第31号から、電子データで
掲載されておりますので、ご覧下さい。
　支部での行事案内、運動部や文化部のＯＢ会の開催案
内、同級会・同期会等の案内や報告など、同窓会員に是非
伝えたい情報等がありましたら、同窓会事務局にメー

　ソチオリンピック開幕を７日に控えた２月３日、県内
をビッグニュースが駆け巡った。　　　　
　ソチパラリンピック、スキー女子距離代表に江野麻
由子さん（秋田南高１年）の出場が決まったとの報道。
県内から代表が選ばれただけでも驚きなのに、テレビの
ニュースキャスターは秋田南高校の１年生と言ってい
るではないか。これは南高同窓生にはもちろん、県民へ
の新春ビッグプレゼントだ。
　江野さんは日本選手団の最年少で、県選手のソチ大会
代表入りは初めて。出場する種目は座位スプリント（１
キロ）と同ミドル（５キロ）。すでにワールドカップにも
参戦しており、今年１月のボッカティ大会（フィンラン
ド）のクロスカントリーミドルで15位に入っている。
　南高にそんなすごい子がいたなんて、全く知らなかっ
た。と、言うわけで今会報に吉報の原稿を入れるべく母
校を訪れた。
　校長室に現れた江野さんはキリッとした瞳が印象的
な大館出身の16歳。代表入りには「予想外」と驚いたよ
うだが「これまでお世話になった方たちへ恩返しをする

つもりで精一杯力を出
して頑張ってきたい」と
話した。学校生活は先生
や周りの理解もあって
とても楽しめている様
子。また、南高は校内に
エレベーターが備えら
れるなどバリアフリー
仕様なので車椅子の江野さんにとってはとても快適な
環境なのだ。
　南高にスキー部は無いので水泳部で筋力づくりに励
んでいる。成績も優秀で、とにかく頑張り屋さん。体育の
授業でも一般生徒が走ればそのあとを車椅子で懸命に
追いかけていく。そんな姿をみんな見ているから、今回
の出場を学校全体で喜んでいる。
　競技は、スプリントが３月12日、ミドルが16日に行
われる。もう、めちゃくちゃ楽しみだ！ガンバレ江野選
手！　　　　　　　　　　（９期藤原記、２月７日取材）

江野さん、ソチパラリンピック代表入り

ル・ＦＡＸ等でご連絡
いただきましたら掲
載いたしますので、情
報の提供をお願いい
たします。
　なお、秋田南高校の
ホームページもご覧
いただければ、学校の
動きもわかりますの
で、同窓会ＨＰもあわせてご感想などいただければ、今
後の「南翔ホームページ」の運用の参考にさせていただ
きます。

【南翔ＨＰ】
http://www.akitaminami.net

【秋田南高校ＨＰ】
http://www.akitaminami-h.akita-pref.ed.jp/

南翔ホームページについて
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「平成26年度総会」　日時開催場所等決定
　平成26年4月19日（土曜日）午後3時～総会　その後懇親会　会費5,000円
　アキタパークホテル （お問い合せ・申込　総務担当　柴田まで　090-9539-6352）

「平成26年度南翔の集い」　日時開催場所等決定
　平成26年8月9日（土曜日）午後6時～　秋田ビューホテル　会費6,000円
　（担当期より後日ご連絡いたします。）

　好天に恵まれた9月29日(日)、南秋田カントリークラ
ブで、同窓会公認のゴルフ同好会コンペが盛大に開催さ
れた。
　クラブハウスは朝早くから懐かしい顔が揃い、早くも
あちこちで舌戦が始まっている。
　45名の参加者で競われた大会は、午前を終了混沌と
したまま後半へ。優勝の栄冠は、かつて“秋田県高校OB
対抗ゴルフ大会”で団体優勝を飾ったメンバーの一人、
諸橋正弘さんに輝いた。パークホテルで行われた表彰
式・懇親会では、久々の優勝に、大満足。
　盛況のうちに終わった。結果は次の通り。
　　　　　　　　　  　 O　I　G　 HC　N
優　勝　諸橋正弘(2期) 41 45 86 15.6 70.4
準優勝　近江則夫(5期) 43 49 92 21.6 70.4
第三位　相場利治(5期)  38 39 77　6.0 71.0
ベスグロ　相場利治　　  77

　ゴルフ同好会コンペでホールインワン！
　　山崎進さん(5期)が自己初・大会初
　9月29日のコンペで、ついにホールインワンが達成
された。INから回った5期生4人は、和気あいあいの中、
後半のOUTコースへ。事件は(?)はOUTの3番ショート
ホールで起きた。
　124ヤードの谷越え。2番手で向かった山崎さんは、愛
用のアプローチウェッジを手にしていた。ゆっくりとし
たスイングから放たれた球は、ふわりと宙に。ピンの手

前約6メートルに着地した後、2～3回バウンドしてコロ
コロコロ・・・『カラン』と球は消えた。「入った、入った、音
したもの」。「山ちゃん入ったや」。「まさが、嘘だべ」。キャ
ディさんも頷いた。本人はその瞬間、ショートティを探
していて劇的光景は見ていなかった。
　後ろから回っていた組のみんなも、状況を察したの
か、とり合えず大歓声。球は確かに入っていた。キャディ
さんは即座にクラブハウスへ連絡。その後のホールはど
うやって回ったのか、本人は良く覚えていない。
　10月20日(日)。5期生のgogo倶楽部の相場会長が中
心となり、1期姓・2期生の代表も参加して、記念コンペ
が開催された。終了後の表彰式・記念コンペは、夜が更け
るまで、ゴルフ談義とお祝いのおしゃべりが続いた。次
は誰だろう。　　　　　　　　　　　（川合俊昭　５期）

南翔ゴルフ同好会コンペを盛大に開催<南秋田C.C>

支　　部 期 氏　名 電話番号
１ 東京支部「東京南翔会」会　長 ４ 保　坂　武　文 090－8801－9232
２ 県庁支部 支部長 ８ 荻　原　健　一 018－868－4815
３ 秋田市役所支部「蕗生会」 会　長 ９ 鷲　谷　邦　夫 018－862－3609
４ 南秋支部 支部長 ２ 大　窪　天三幸 018－863－8309
５ ゆうわ支部 支部長 ５ 斉　藤　健　市 018－886－2529
６ 宮城支部「蕗の会」 会　長 10 三　浦　充　裕 022－351－3105
７ 秋田市北部支部 支部長 ６ 本　多　秀　文 018－862－0006

◆支部一覧

秋田市泉北４丁目３番２８号

｢総会・南翔の集い｣

支　　部 期 氏　名 電話番号
８ 本荘・由利支部 支部長 ２ 高　橋　二　郎 0184－44－2356
９ 協和支部 支部長 １ 豊　島　慶　弥 018－892－2213
10 岩手支部 支部長 ３ 山　本　　　章 019－637－1592
11 男鹿支部 支部長 ６ 武　内　信　彦 0185－33－3033
12 河辺支部 支部長 ６ 石　塚　幹　夫 018－882－2899
13 OB医師会支部 支部長 １ 豊　島　慶　弥 018－892－2213
14 歯科医師支部 支部長 ４ 小　松　義　典 0184－69－3888

会員年会費の納入のお願い
同窓会の運営は会員の年会費
2,000円で賄われます。何卒ご
理解を賜りお手元に納付書が
届きましたらお納め下さいま
すようお願い申し上げます。
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家はまず健康であることと、常に演奏技術と音楽表現の
幅を深め、そして本番で最高の力を発揮できるよう熟慮
して普段の生活面でも自分をコントロールすることが
大切です。
　ただ、本番が終わりお客様から盛大な拍手を頂いて、
音楽を通して客席と一体となって一期一会の貴重な時
間を共有できる喜びは、次の演奏会への大きなエネル
ギーの源になっております！！
　最後に、私は吹奏楽部で当時の顧問（故）高橋紘一先生
と共に吹奏楽を通して自分達なりに本物を追求すると
いう貴重な体験から、学業以外で人間的な成長の機会を
頂いたと思っております。
　現在の南高校は12期卒の私の頃とは比較できない程
学業レベルが高くなっていると聞いております。
　私は高校そして大学は社会人として豊かな人生を送
る為の準備をする貴重な場所・時間と思います。

　スナップ写真は神奈川フィル団員の中で吹奏楽名門
校出身のプレイヤーとの写真です。左から習志野高校・
芸大平成24年卒、秋田南高校・芸大昭和55年卒森川、大
阪桐蔭・芸大平成25年卒、他にこの写真に参加していま
せんが、東海大四高（北海道）出身が２名おります。
　秋田南高校出身の森川と現在全国大会金賞常連校出
身の神奈川フィル団員の貴重なスナップ写真と思いま
す！！

森川修一（12期）
神奈川フィル　クラリネット奏者

　神奈川フィルは横浜を本拠地として、今年で創立44
年目を迎えるプロのオーケストラです。現在70名の演
奏者、20名の事務局員、30名の役員という規模で運営さ
れています。日本の名門オーケストラや新興オーケスト
ラが密集している上に、世界の名門オーケストラが複数
来日公演を催す東京都に隣接する神奈川フィルは、地方
オーケストラではなく首都圏オーケストラに位置付け
られています。その為に質の高い演奏を保ち更に向上し
ていかなければ生き残ることができません。これは演奏
者にとって厳しい状況ではありますが、私は自分の演奏
技術を高めると共に深い音楽表現を常に追求し続ける
という、演奏家として充実した日々を過ごせる素晴らし
い環境にあるとも思っております。
　神奈川フィルは年間約200回以上の演奏会を催して
いますが、オーケストラの活動の柱はまず神奈川フィ
ルの本拠地・みなとみらいホールで公演する年間８回の
定期演奏会です。定期演奏会は神奈川フィルの自主公演
で、バロック・古典から現代曲まで幅広いレパートリー
でプログラムが組まれ、現在の神奈川フィルの実力・音
楽的な特色等を発表して、聴衆や音楽評論家はもちろん
広くは世の中に神奈川フィルの存在価値をアピールそ
してご批評頂く大切な演奏会です。
　定期演奏会以外の公演は、クラシックだけではなく幅
広い音楽ジャンルの演奏をします。昨今はゲーム音楽を
オーケストラ版で演奏する仕事も多く、ドラゴンクエス
トやファイナルファンタジー等演奏会だけではなくＣ
Ｄ制作も多くあります。
　プロのオーケストラでは定期演奏会以外は通常１～
２日練習（合奏）して本番を迎えるのが普通のパターン
です。練習内容は、指揮者の指示を聞きながらよい音楽
に仕上げていくのがプロオケの練習内容です。また演奏

ソフトウェアの受託開発
ネットワーク監視システム

http://www.a-hit.co.jp

（平成26年２月みなとみらいホールにて）

活活躍
ＯＢＯＢするする
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運 動 部 活 動

文 化 部 活 動

ソチ冬期パラリンピック（３月７日開幕）代表決定
ノルディックスキー女子距離

　座位スプリント（１キロ）、 同ミドル（５キロ）
江　野　麻由子

サッカー
第92回全国高校サッカー選手権大会秋田県大会
　準　優　勝　（０－２秋田商）
全県新人戦
　２回戦敗退　（０－１西目）
剣道
日本海旗争奪高校剣道大会
　男子　最優秀選手賞　斉　藤　尚　平
　男子団体　第３位
　女子団体　ベスト16
全県新人戦
　男子団体　第１位
　女子団体　第１位
　　　個人　第１位　畠　山　若　那
　　　　　　第２位　渡　邊　　　柚　
陸上
秋田県女子ロードレース大会
　高校・大学・一般の部５㎞　第３位　鎌　田　有希子
全県新人戦
　男子　5000ｍ競歩　第３位　竹　中　陽　平
　女子　3000m　　　第３位　鎌　田　有希子
東北高校新人陸上競技選手権
　男子　5000ｍ競歩　第８位　竹　中　陽　平
　女子　3000m　　　第５位　鎌　田　有希子
全国高校駅伝秋田県予選会
　女子　第5位
水泳
東北水泳大会
　男子　200m平泳ぎ　第6位　田　口　稔　基
秋田県選手権
　男子　200m平泳ぎ　第1位　田　口　稔　基
全県新人戦
　男子　1500m自由形　第3位　鎌　田　拓　哉
　女子　200m平泳ぎ　 第4位　山　城　唯　香
アーチェリー
全県新人戦
　男子個人　第1位　武　藤　　　章
　　　　　　第2位　福　田　元　気
　　　　　　第3位　糸　山　航　輝
　女子個人　第1位　村　上　若　奈
　　　　　　第2位　鎌　田　京　子
　　　　　　第3位　小田嶋　美　和
バトミントン
全県新人戦
　男子団体　準々決勝敗退
　女子団体　２回戦敗退
ハンドボール
全県新人戦
　男子　予選リーグ第3位
バスケットボール
全国高校バスケットボール大会県予選

　男子　準々決勝敗退（79ー83　大曲工）
　女子　２回戦敗退　（38ー61　秋田中央）
全県新人戦
　男子　予選リーグ第2位
バレーボール
中央支部新人大会
　男子　第４位
ラグビー
全県新人戦
　第５位（秋田高連合）
第93回全国高校ラグビー大会県予選
　１回戦敗退（15-29　大館鳳鳴)
卓球
全県新人戦
　男子団体　２回戦敗退
山岳
全県新人戦
　男子クライミング団体　第３位
　男子個人総合　　第６位　小笠原　一　樹
　男子知識競技　　第１位　小笠原　一　樹
　男子読図競技　　第３位　小笠原　一　樹
　男子天気図競技　第３位　齋　藤　和　哉

文芸
県高校文芸作品コンクール
　部誌部門　第２席
　詩部門　　第２席　加　藤　夏　実
　小説部門　佳作　　加　藤　夏　実
　短歌部門　佳作　　加　藤　夏　実
　俳句部門　佳作　　相　模　　　陸
写真
県高校文化祭総合美術展
　推奨　片　村　峰　雪・渡　邉　悠　介・伊　藤　　　淳
　　　　岩　山　響　介・吉　野　竜　名
書道
県高校文化祭総合美術展
　推奨　田　口　美　里・泉　　　香　夏
　入選　進　藤　菜　摘・安　藤　志　織・森　　　彩　佳
　　　　加　藤　悠　芽・安　田　由里葉
美術
県高校文化祭総合美術展
　絵画部門　入選　鎌　田　友　梨・吉　田　咲　子
吹奏楽
アンサンブルコンテスト中央地区大会
　木管四重奏　金賞
アンサンブルコンテスト秋田県大会
　木管四重奏　金賞（東北大会出場）　
自然科学
日本動物学会東北支部大会
　優秀　小松・澤口・古井、　長谷川・田口・藤田・加藤
千葉大学高校生理科研究発表会
　優秀賞　加藤・進藤・土佐・松村
東北植物学会高校生研究発表
　最優秀賞　加藤・進藤・土佐・松村
　優秀賞　　古井・金・冨樫・北林・鈴木
その他
秋田県高校総合文化祭
　テーマ部門　佳作　加　藤　夏　実
青少年読書感想文県コンクール
　特選　　　加賀谷　慧　子
　地区佳作　大　坂　　　光・佐　藤　真　琳

http://www.fisys.jp/
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保坂　タツ子（２期）

　横浜港を出航し、寄港国21カ国寄港地22カ所103日
間の旅でした。運命共同体の我が家「オーシャンドリー
ム号」はパナマ船籍です。総トン数35.265、全長205
メートル、全幅26.5メートル、喫水7.5メートル、乗客定
員1,422人の規模で、飛鳥Ⅱの豪華客船には及ばぬが12
階の本格外航客船です。実際の乗客数850名、乗員363
名。参加者の構成は男６女４の割合で、内60歳以上は
580名です。外国人も30名程。様々な方々が乗り合わせ、
一つの街がそっくり移動した言わば社会の縮図のよう
です。天気も概ね晴れて、４月～７月は世界中の気候が
最も平穏で、特に北半球では基本的に安定しているよう
で、快適な航行でした。
　４月１日、出港午後１時。快晴。大勢の見送りと紙テー
プを交わし、汽笛と船のテーマソングになった“ボレロ”
の大音響に負けじと「行ってきま～す」を連呼しました。
15ノット（時速30km）でゆっくりと船出し、「全員無事
に楽しい船旅を」を祈りました。航路と船内の説明会も
あり、避難訓練（オマーンを通過するので海賊対策も）
や時差調整、水先案内人紹介（ジャーナリスト、作家、医
師、大学教授、NGO活動家など国内外の各分野の専門家
がクルーズの一区間で乗船し、訪問する国々の文化や社

会 問 題 を 分 り
易 く 語 る 講 座
の講師約60名）
等です。その夜
キャプテン主催
ウェルカムパー
ティーがあり、
この船は原則と
してドレスコー
ドはなかったの
ですが、老若男
女ドレスアップ
の華やかな夕食会となりました。３日間沖縄諸島辺りで
大揺れ警報出る。横揺れ防止装置付きとは言え自然の力
は大きい。広大な海原は陽光、雲の動きに反応し変幻自
在。群青というか真っ蒼な海の流紋、白く泡立ち長く尾
を引く航跡はモザイク模様を見ているようでした。特に
満月の夜の海面に反射する月光の道には思わず歩いて
みようと思った程。４月６日最初の寄港地香港は、アジ
アの金融都市を象徴する高層ビル群。地下鉄でビクトリ
ア湾を渡って香港島へ。坂道多く急で長い坂道には動く
歩道がある。一流店揃いのビル内では目も眩む宝飾品に
心奪われる。しかし、道元が“財多ければ云々、貧なるが
云々”。兼好が“名利に使われて、閑かなる暇なく云々”。
中野孝次が“所有する物に使われて、自分の本当の人生
を見つめることが少なくなってしまう”と言っておられ
る。以後高価な物は写真に納めるだけとする。その夜船

上から高層ビル群にレーザーで照らす光
のショーを観る。まるで宇宙との交信をし
ているようでした。次元は違うが宇宙を感
じたのが、グアテマラの世界遺産「ティカ
ル国立公園」の天文学にも優れていたマヤ
遺跡です。密林に浮かぶ神秘的な神殿は
1,700年経ってなお悠然としています。天
を突くように聳え立つその姿は威厳があ
り、崇高で畏怖の念をいだかせます。その
時、南高前校長熊谷先生から教えていただ
いた言葉を思い出しました。「汝、何のため
にそこにありや」。

【地球一周の船旅 － その１】

　この冬は、秋田市でも大雪となり、なかで
も横手市では記録的な積雪量となって、雪寄
せでご苦労された方も多かったと思います。
　３年前に同窓会関係で、校舎に立ち入る機
会がありました。校長室の真ん中には「独立
自尊」の校訓が掲げられており、この言葉は
福澤諭吉先生が興した慶應義塾大学の基本
理念と同じであることに気づきました。

慶応義塾大学は、社会の役に立つ実学を大事にする学校
であり、その理念が、秋田南高校にも大きな影響を与え
ていると思うと感慨深いものがあります。
   今までの英語科の存在や、これから中高一貫校への変

化は、「独立自尊」の高校ならではというように思えます。
  同窓会としましても、従来の考え方を超えて、
facebookやツイッターを含むインターネットを活用し
て同窓のネットワークを広げて行こうと考えておりま
す。皆様方からのご理解ご支援、よろしくお願い申し上
げます。

田　崎　宏　明（29期）

マヤ遺跡（グアテマラ）

航路図・航海日程


